様式６－１

    年度
京都大学 学術情報メディアセンター

先端的大規模計算利用サービス
利用成果報告書（大規模計算利用）

提出日：　　年　　月　　日
	利用課題名
（戦略分野名）
	

	課題責任者
	企業名
	印

	
	フリガナ
氏　　名
	　　　　　　　　　印
	部署名
	
	職位
	

	
	連絡先
	住　所：〒
E-mail：
	TEL
FAX

	利用施設名
	

	利用期間
	　　年　　月　　日　～　　　　年　　月　　日

	利用成果

公開延期

希望の有無
	□　即時公開　・　　□　公開延期（成果公開予定：　　　年　　月）


※利用成果報告書は原則公開ですが、課題終了後最大2年間公開を延期することが可能です。
· 本様式の変更はできません。

· 補足資料を付加することは可能です。
	受  付  番  号
	
	受付日

　　年　　月　　日
	受付印
	


	■利用計画全体の概略（申込書と同じ内容を記述してください）
1） 利用目的・内容（達成すべき目標）
2） 利用目的・内容（戦略分野との関連）
3） 必要性（研究開発リスクが高く，社会的・経済的インパクトが大きいなどの理由）
■成果の概要
1） 社会・経済への波及効果の見通し（達成すべき目標をどれだけ達成できたか，その理由・根拠）

2） 今後の課題



	3） 本課題で得られた成果
· 課題の背景、計算シミュレーションに用いた計算手法、アルゴリズムなども記載してください。

· 得られた成果で図示可能なものは図を、またグラフなども効果的に利用してください。

· 参考文献なども必要なものは記載してください。

· 必要に応じて様式２－３はページを増やしても構いません。



	4） その他



	■本利用に関連して最近発表した成果のうち主なもの（ある場合は，記述してください。協力者のものを含みます。）



	著者名


	タイトル

	掲載誌等

	発表年月日



	
	
	
	


	■利用アンケートにご協力ください
1） 今後の利用希望について

2） 利用に関して有益であった事項

3） 利用に関して生じた問題点など

4） ユーザーサポートとして必要と考えられることについて

5） 施設利用に係る感想・改善を希望することについて
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